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父がしたこと風に立つ ほどよく忘れて生きていく

ハチ公ものがたり 十年屋 〈７〉 タイムセールいたします君たちはどう生きるか　アニメ絵本

目付の永井重彰は、 父で小納

戸頭取の元重から御藩主の病

状を告げられる。 手術を依頼さ

れたのは向坂清庵。 向坂は麻

沸湯による全身麻酔を使った華

岡流外科の名医で、 重彰にとっ

ては、 息子 ・ 拡の命を救って

くれた恩人でもあった。 御藩主

の手術に万が一のことが起これ

ば、 向坂の立場は危うくなる。

そこで、 元重は手術を秘密裡

に行う計画を立てるが…。

問題を起こし家裁に送られてき

た少年を一定期間預かる制度、

補導委託の引受を突然申し出

た父 ・ 孝雄。 南部鉄器の職人

としては一目置いているが、 仕

事一筋で決して良い親とは言え

なかった父の思いもよらない行

動に戸惑う悟。 納得いかぬまま

迎え入れることになった少年と

工房で共に働き、 同じ屋根の

下で暮らすうちに、 悟の心にも

少しずつ変化が訪れて……。

心はカラッと、 人づきあいはサ

ラッと、 人生はさっぱりと。 ８９

歳で開院、 いまなお現役。 「ま

た寄りたくなる」 と評判の漢方

心療内科医の “軽くなる” 生

き方指南書。 心とからだをラク

にする 「処方箋」。

大正天皇が亡くなり、 元号は

「昭和」 と改められました。 夕

方になると、 渋谷駅へのお迎

えがまたはじまりました。 つぎ

の日は、 駒場の大学で先生を

待ちました。 毎日、 夕方六時

になると、 ハチはいそいそと出

かけてゆきます。 ただひたすら

に帰らぬ人を待つ。 渋谷のハ

チ公　生誕100周年、 日本一

有名な犬、忠犬ハチ公の物語。

十年屋のマスターは、 見か

けによらず、 片づけが大の苦

手。 物があふれかえる店内

に、 カラシの堪忍袋もとうとう

大爆発！十年屋史上初のタイ

ムセールがはじまります。 そこ

へ、魔法街をゆるがす大ニュー

スが…？十年屋シリーズ第７

巻！

火事で母を失った１１歳の少

年 ・ 眞人は、 なぞの青サギに

導かれ、 別世界に足をふみい

れた。 そこは、 死が終わり、

生が始まる、 ふしぎな場所。

宮﨑駿監督が、 記憶に残るか

つての日本を舞台に描く、 渾

身のファンタジー！

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

青山 文平 著 藤井 英子 著柚月 裕子 著

宮﨑 駿
原作 ・ 脚本 ・ 監督 綾野 まさる 著

廣嶋 玲子 原作

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈮
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
か
ら
、
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納

付
手
続
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
㈫
に
発
付

予
定
で
す
が
、
転
居
等
で
住
所
が
変
更

に
な
り
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
方
は

住
所
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係　

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
２
０

　

い
よ
い
よ
５
月
に
入
り
、
宗
谷
地
方

も
よ
う
や
く
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
春
は
、
大
陸
の
乾
い
た
空
気
を
持
っ

た
移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
晴
れ
る

日
が
多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す
い
時

期
で
、
加
え
て
強
い
南
西
風
が
吹
く
日

も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
心
配
さ
れ

る
の
が
火
事
、
特
に
森
林
火
災
で
す
。

乾
燥
に
加
え
、
風
向
き
や
風
の
強
さ
に

よ
っ
て
は
被
害
が
急
速
か
つ
広
範
囲
に

な
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て

火
は
重
要
で
す
が
、
大
き
す
ぎ
る
火
は

要
り
ま
せ
ん
。
森
林
火
災
の
場
合
、
こ

の
「
大
き
す
ぎ
る
火
」
の
元
は
「
小
さ

な
火
」
の
不
始
末
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日

本
で
は
火
山
噴
火
や
落
雷
を
除
き
自
然

現
象
に
よ
る
火
災
は
非
常
に
稀
で
す
。

　

気
象
台
で
は
、
空
気
の
乾
燥
度
合
い

が
基
準
に
達
す
る
と
予
想
し
た
場
合

「
乾
燥
注
意
報
」
を
発
表
し
、
火
の
取

り
扱
い
に
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
降
水
を
伴
わ
な
い
「
強
風
注
意
報
」

が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
も
同
様
に
注
意

が
必
要
で
す
。
す
で
に
山
菜
取
り
の

シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
山
へ

入
る
方
は
、
火
の
後
始
末
に
は
十
分
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
自
然
は
み
ん
な

の
財
産
で
す
。
次
世
代
の
た
め
に
も
、

地
元
の
自
然
と
そ
こ
に
暮
ら
す
生
命
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

の
対
象
者
へ
は
４
月
上
旬
に
個
別
通
知

を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
や
子
宮

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
課
健

康
推
進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
対
象
者

【
定
期
接
種
】

猿
払
村
に
住
民
票
が
あ
る
、
小
学
６
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
女
子

【
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
】

猿
払
村
に
住
民
票
が
あ
る
、
平
成
９
年

度
～
平
成
19
年
度
生
ま
れ
（
誕
生
日
が

１
９
９
７
年
４
月
２
日
～
２
０
０
８
年

４
月
１
日
）
の
女
性

■
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
２
‐
２
０
４
０

　

５
月
は
「
固
定
資
産
税
の
第
１
期
」

と
「
軽
自
動
車
税
種
別
割
」
の
納
期
で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
き
っ
か

け
で
お
こ
る
が
ん
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
、
女
性
の
多
く
が
「
一
生
に
一
度

は
感
染
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
自
然
に
消
え
ま
す
が
一
部
の
人

で
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
で

は
、
が
ん
に
な
る
手
前
の
状
態
が
減
る

と
と
も
に
、
が
ん
そ
の
も
の
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
な
い

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
も
あ
り
ま
す
。
子
宮
頸
が

ん
を
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る
た
め
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
２
年
に
１
回
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
３
月
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
が
無
料
で
接
種
で
き
る
最

後
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
接
種
は
合
計

３
回
で
、
完
了
す
る
ま
で
に
約
６
か
月

間
か
か
る
た
め
、
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
期
接
種
や
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て

税
務
係
か
ら
納
期
の

お
知
ら
せ

森
林
火
災
か
ら
自
然
を
守
る

自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
内
納
税
の
お
知
ら
せ
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中
山
間
地
域
等
と
は
、
平
野
の
外
縁

部
か
ら
山
間
地
等
の
農
業
生
産
条
件
の

不
利
な
地
域
を
指
し
ま
す
。
山
地
の
多

い
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
が
国
土
面
積
の
65
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
猿
払
村
の
農
地
は
積
算
温
度
が
低

く
草
地
比
率
の
高
い
土
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条

件
が
不
利
な
地
域
と
し
て
、
中
山
間
地

域
等
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

国
は
、
農
業
生
産
の
維
持
や
耕
作
放

棄
地
の
増
加
防
止
な
ど
、
農
地
の
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
と
し
て
、

直
接
支
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
共
同
取
組
活
動
の
主
な
内
容

・
農
業
生
産
活
動
の
体
制
整
備
に
向
け

た
活
動
と
し
て
乳
牛
検
定
組
合
・
家
畜

自
衛
防
疫
組
合
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合

へ
の
支
援
、
牛
舎
防
虫
消
毒
、
有
害
鳥

獣
駆
除
支
援
な
ど

・
水
路
・
農
道
の
維
持
管
理
と
し
て
農

地
、
農
道
や
排
水
路
の
巡
回
点
検
及
び

植
樹
活
動

・
農
用
地
の
維
持
管
理
活
動
と
し
て
公

共
牧
場
整
備
に
係
る
農
業
機
械
購
入

・
そ
の
他
、
地
場
産
品
消
費
拡
大
と
し

て
さ
る
ふ
つ
牛
乳
の
学
校
給
食
利
用
促

進
、
保
健
休
養
を
高
め
る
取
組
と
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
花
壇
整
備
活
動
の
支
援
な

ど■
産
業
課
水
産
農
林
係

☎
２
‐
３
１
３
４

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
事
業
の
実
績
報
告

【令和５年度事業実績】

◆交付対象農地面積 ――――― 46,517,848 ㎡

◆交付金額 ――――――――― 69,776,156 円

◆交付金の主な使途

 ・農家個々が農地保全等に使用した額

――――― 50,929,000 円

 ・集落として共同取組活動に使用した額

――――― 18,847,156 円　


